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自治会長
大石 慶明

副会長
稲荷 良一

副会長
美馬 秀二

上佐伯区長
松本 喜久雄

西佐伯区長
藤野 照雄

監事
齊藤 眞弘

監事
荒木 行包

鹿
谷
区
長

竹
岡

敏

芦
ノ
山
区
長

林

靖
彦

奥
条
区
長

森

好
次

太
田
区
長

松
井

一
行

天
川
区
長

大
西

實
好

柿
花
区
長

田
中

清

下
佐
伯
区
長

大
石

勝
行

約
４
，
０
０
０
名
の
ラ
ン
ナ
ー
が

当
町
を
走
り
抜
け
る

第
３
回
京
都
・亀
岡
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
開
催

亀
岡
運
動
公
園
～
赤
熊
ロ
ー
ド
パ
ー
ク
間
を
折
り
返
す
第

３
回
京
都
亀
岡
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
、
ゲ
ス
ト
ラ
ン
ナ
ー

に
谷
川
真
理
選
手
を
招
き
、
全
国
か
ら
約
４
，
０
０
０
名
の
ラ

ン
ナ
ー
を
迎
え
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。

今
年
も
「お
も
て
な
し
応

援
隊
」と
し
て
亀
岡
市
立
人

権
福
祉
セ
ン
タ
ー
（ミ
ル
キ

ー
ウ
ェ
イ
）に
お
い
て
南
桑
中

学
校
吹
奏
学
部
生
徒
16
名

の
皆
さ
ん
に
よ
る
演
奏
、
プ

ロ
ダ
ク
ツ
・ケ
イ
前
に
於
い
て

亀
岡
作
業
所
20
名
に
よ
る

太
鼓
演
奏
、
奥
条
区
有
志

に
よ
る
応
援
で
沿
道
を
盛

り
上
げ
て
い
た
だ
い
た
。

ま
た
、
湯
ノ
花
宮
ノ
奥
橋

付
近
で
は
各
区
か
ら
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
11
名
が
給
水

活
動
を
実
施
し
て
い
た
だ

く
と
と
も
に
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
よ
る
沿
道
応
援
等
に
よ
り
、

本
大
会
の
盛
況
に
貢
献
さ
れ
た
。

町
民
各
位
の
ご
支
援
・ご
協
力
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

ミルキーウェイ付近激走するランナー

懸命に応援する南中吹奏楽部

亀
岡
の
石
「さ
く
ら
石
」の
見
学

＆
餅
つ
き
大
会
で
郷
土
愛
等
を
育
む

「
歩
い
て
知
ろ
う
！
薭
田
野
町
」事
業
の
実
施

晴
天
で
朝
霧
が
立
ち
込
め
る
中
、
本
年
度
も
「歩
い
て
知

ろ
う
！
薭
田
野
町
」事
業
が
12
月
23
日(

土
・祝)

に
、
薭
小

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
た
。

当
日
は
来
賓
に
桂
川
亀
岡
市
長
、
田
中
教
育
長
、
田
中
・

中
村
両
府
議
会
議
員
、
田
中
・奥
村
両
市
議
会
議
員
を
迎

え
、
子
ど
も
達
、
小
・中
学
校
保
護
者
、
薭
田
野
町(

薭
田
野

小
学
校
区)

子
ど
も
「心
の
教
育
」推
進
委
員
会
の
皆
様
で
、

総
勢
約
３
０
０
人
規
模
の
参
加
者
と
な
っ
た
。

特
に
今
年
度
は
、
新
た
に
亀
岡
市
の
石
と
し
て
認
定
さ
れ

た
、
さ
く
ら
石
の
見
学
会
を
計
画
し
郷
土
愛
を
育
ん
で
い
た

だ
く
こ
と
と
し
た
。

現
地
（桜
天
神
・積
善

寺
）に
於
い
て
は
亀
岡

市
文
化
資
料
館
樋
口

文
化
財
専
門
官
か
ら

詳
細
な
説
明
を
受
け
、

参
加
者
の
皆
さ
ん
は

「さ
く
ら
石
」の
成
り

立
ち
、
自
然
の
不
思
議

さ
に
感
心
す
る
と
と
も
に
、
薭
田
野
町
の
新
た
な
財
産
に
目

を
見
張
っ
て
い
た
。

ま
た
、
薭
小
グ
ラ
ウ
ン
ド
へ
戻
っ
て
か
ら
は
餅
つ
き
の
体
験
、

き
な
こ
餅
・ぜ
ん
ざ
い
・わ
た
菓
子
に
舌
鼓
を
打
ち
、
子
ど
も

達
を
は
じ
め
参
加
者
全
員
が
郷
土
を
愛
す
る
心
と
美
味
し

い
食
事
で
満
腹
と
な
っ
た
。

桂川市長をはじめ多くのご来賓が臨席

役員さんもお餅作りに大忙し

駐在さんも子ども達と餅つき

樋口専門官の説明に興味津々

わた菓子も美味しいヨ
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厳
冬
の
中
、
年
末
特
別
警
戒
を
実
施

町
民
の
皆
さ
ん
が
素
晴
ら
し

い
新
年
を
迎
え
て
い
た
だ
く
こ

と
を
願
っ
て
12
月
28
日
～
29

日
に
於
い
て
年
末
特
別
警
戒

を
実
施
し
た
。

こ
の
施
策
は
自
主
防
災
会
・

消
防
分
団
が
中
心
と
な
っ
て
市

全
体
で
実
施
し
て
お
り
、
薭
田

野
町
全
体
で
は
自
治
会
・各
正
副
区
長
・防
犯
推
進
委
員
連

絡
協
議
会
・駐
在
所
・消
防
分
団
・消
防
纏
会
に
よ
り
、
各
区

で
は
組
長
・班
長
を
中
心
に
組
織
化
し
て
警
戒
パ
ト
ロ
ー
ル
に

当
た
っ
た
。

特
に
初
日
に
は
亀
岡
市
よ
り
大
西
危
機
管
理
官
、
竹
田
総

務
文
教
委
員
長
、
中
村
府
議
会
議
員
、
井
上
亀
岡
消
防
副

署
長
、
森
川
亀
岡
消
防
団
副
団
長
の
激
励
を
受
け
、
厳
冬
の

中
、
取
り
組
ん
だ
。

平
成
30
年
消
防
出

初
式
が
開
催
さ
れ
る

★
薭
田
野
分
団
出
初
式

１
月
７
日
（日
）午
前
７
時

か
ら
自
治
会
館
前
広
場
に
於

い
て
大
石
自
治
会
長
を
は
じ

め
稲
荷
自
主
防
災
会
長
、
美

馬
副
自
治
会
長
、
田
中
・奥

★
亀
岡
市
消
防
団
出
初
式

当
日
、
午
前
９
時
よ
り
亀
岡
市
消
防
団
出
初
式
が
亀
岡
中

学
校
体
育
館
で
開
催
さ
れ
、
分
団
員
30
名
が
自
主
防
災
会

と
共
に
参
加
し
、
式
典
に
於
い
て
６
名
が
表
彰
さ
れ
た
。

ま
た
式
典
終
了
後
に
は
参
加
者
に
よ
る
市
中
パ
レ
ー
ド
、

各
町
消
防
分
団
員
に
よ
る
一
斉
放
水
が
実
施
さ
れ
た
。

な
お
、
表
彰
者
は
次
の
と
お
り

薭田野分団出初式

自
主
防
災
会
の
パ
レ
ー
ド

亀岡市からの激励

★
京
都
府
消
防
協
会
長
表
彰

精
勤
賞

前
田

隆
弘

精
勤
賞

吉
田

顕
弘

★
亀
岡
市
長
表
彰

精
勤
賞

成
田

秀
光

★
亀
岡
市
消
防
団
長
表
彰

精
勤
賞

市
原

郷

待
望
の
「ふ
る
さ
と
バ
ス
」が
走
る

鹿
谷
区
が
長
年
の
間
待
ち
焦
が
れ
て
い
た
「ふ
る
さ
と
バ
ス
」

の
運
行
が
実
現
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

運
行
系
統
は
、
並
河
駅
線
１
（
51
系
統
）で
京
都
学
園
大
学
～

並
河
駅
の
区
間
に
、
新
た
に
「太
田
西
」、
「鹿
谷
」、
「鹿
谷
と

こ
な
げ
口
」の
停
留
所
を
設
置
し
、
利
便
を
図
る
。

な
お
、
運
行
開
始
日
、
時
刻
表
等
に
つ
い
て
は
、
別
途
、
明

ら
か
に
な
り
次
第
周
知
致
し
ま
す
。

村
両
亀
岡
市
議
会
議
員
、
栗
山
纏
会
理
事
、
田
井
亀
岡
市

消
防
団
副
団
長
、
各
区
長
、
纏
会
の
来
賓
を
迎
え
実
施
。

分
団
員
は
成
田
分
団
長
の
も
と
、
一
丸
と
な
っ
て
薭
田
野

町
民
の
命
と
財
産
を
守
る
決
意
を
新
た
に
し
た
。

★
亀
岡
市
消
防
団
長
表
彰

精
勤
賞

細
谷

伸
一

★
京
都
府
知
事
表
彰

精
励
賞

桂

裕
司

春
の
火
災
予
防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す

３
月
１
日
～
７
日
ま
で
春
の
火
災
予
防
運
動
が
実
施
さ
れ

ま
す
。

乾
燥
し
風
の
強
い
日
が
多
く
、
火
災
の
発
生
し
や
す
く
な
る

時
期
で
す
。
町
民
の
皆
さ
ん
、
く
れ
ぐ
れ
も
火
の
用
心
に
努

め
て
く
だ
さ
い
。

消
防
分
団
の
パ
レ
ー
ド
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鹿

谷

区

高屋安男・佐世子夫婦の腹話術で楽しむ

各
区
か
ら
の
お
知
ら
せ

天

川

区

子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
願
っ
て
今
年
も
「と
ん
ど
大

会
」を
１
月
８
日
（月
・祝
）、
天
川
児
童
館
グ
ラ
ン
ド
に
於
い
て

開
催
し
ま
し
た
。

土
曜
日
の
朝
か
ら
天
川
区
、
天
川
子
ど
も
会
育
成
連
絡
会
を

子ども達と一緒に「とんど大会」

西
佐
伯
区

21

台
風
21
号(

10
月
22
日)

の
暴
風
に

よ
り
当
区
裏
山
の
大
木
が
倒
れ
、

そ
の
一
部
が
倉
庫
の
屋
根
に
落
下

し
、
ま
た
、
排
水
路
を
塞
ぐ
事
態

と
な
り
ま
し
た
。

放
置
す
る
と
被
害
の
拡
大
が
確
実
視
さ
れ
る
こ
と
か
ら
亀

岡
市
及
び
山
林
地
主
等
に
撤
去
し
て
も
ら
う
よ
う
懇
願
し

た
が
実
現
し
な
か
っ
た
た
め
、
自
治
会
に
相
談
し
た
結
果
、

区
民
8
名
と
自
治
会
長
・副
会
長
・上
佐
伯
区
長
の
協
力
を

得
て
11
月
1
日
に
無
事
撤
去
で
き
ま
し
た
。

倒木の撤去作業

今
年
も
11
月
4
日
（土
）

に
公
民
館
の
二
階
大
広
間

い
っ
ぱ
い
に
子
供
か
ら
お
年

寄
り
ま
で
の
区
民
が
集
ま
り

恒
例
の
「三
世
代
交
流
会
」

を
実
施
し
ま
し
た
。

普
段
は
な
か
な
か
顔
を
合

わ
せ
た
り
話
を
す
る
機
会

が
少
な
い
中
で
、
本
事
業
は

大
変
意
義
深
く
大
事
に
し
て
い
ま
す
。

当
日
、
早
朝
よ
り
実
行
委
員
の
皆
様
が
準
備
さ
れ
た
豚
汁
や

焼
き
そ
ば
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
な
ど
に
舌
鼓
を
打
ち
な
が
ら
、

全
日
本
あ
す
な
ろ
腹
話
術
協
会
会
員
の
高
屋
安
男
・佐
世
子

夫
婦
に
よ
る
「夢
・希
望
・愛
を
と
ど
け
る
腹
話
術
」や
ビ
ン
ゴ

ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
ま
し
た
。

中
心
に
皆
で
井
桁
を
組
み

準
備
し
ま
し
た
が
、
当
日

は
、
あ
い
に
く
の
雨
天
と

な
っ
た
も
の
の
約
40
名
の
皆

様
の
参
加
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

早
朝
６
時
、
子
ど
も
た
ち

は
眠
た
い
目
を
こ
す
り
な

が
ら
点
火
の
大
役
を
務
め
、
字
の
上
達
を
願
っ
て
書
初
め
を

燃
や
し
た
り
、
今
年
の
健
康
を
願
っ
て
焼
い
た
お
餅
を
食
べ
た

り
と
楽
し
い
時
間
を
共
有
で
き
ま
し
た
。

年
々
、
子
ど
も
の
人
数
は
減
っ
て
い
ま
す
が
伝
統
行
事
を
次

世
代
に
引
き
継
ぐ
た
め
継
続
し
て
実
施
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

民
生
委
員
制
度
の
基
礎
が
大
正
６
年
に
創
設
さ
れ
て
、
本
年

で
１
０
０
周
年
を
迎
え
ま
す
。

亀
岡
市
に
於
い
て
も
11
月
26
日
（日
）に
「ガ
レ
リ
ア
か
め
お

か
」に
全
民
生
委
員
児
童
委
員
、
主
任
児
童
委
員
が
集
結
し

記
念
講
演
の
開
催
に
併
せ
て
、
先
人
達
の
熱
い
思
い
を
心
に
刻

み
「更
な
る
安
心
・安
全
の
地
域
づ
く
り
」に
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
邁
進
す
る
決
意
を
し
ま
し
た
。

各
種
団
体
か
ら
の
お
知
ら
せ

民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

11
月
26
日
（日
）
自
治
会
2
号
館
に
於
い
て
開
催
し
47
名

の
参
加
の
も
と
、
園
芸
研
究
家
上
西
政
次
氏
の
指
導
に
よ
り

和
や
か
に
開
催
し
た
。

参
加
者
各
位
も
年
一
回
の
こ
の
時
期
を
楽
し
み
に
さ
れ
て

い
た
。

寄せ植えに奮闘されている参加者

地
区
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
の
お
知
ら
せ
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編
集
委
員
長

大
石
慶
明
（
自
治
会
）

編
集
委
員

稲
荷
良
一
（
自
治
会
）
・
美
馬
秀
二
（
自
治
会
）
・
出
畑
忠
一

（
老
人
ク
ラ
ブ
）
・
藤
野
照
雄
（
民
生
委
員
）
・
齊
藤
孝
雄

（
地
区
社
協
）
・
美
馬
俊
男
（
青
少
協
）
・
秋
山
久
登
志
（
交

安
協
）
・
安
居
博
光
（
防
犯
推
進
）
・
廣
瀬
隆
博
（
消
防
分
団
）

・
齊
藤

実
（
体
振
）
・
茨
木
さ
と
み
（
薭
子
連
）
・
栗
林
陽

子
（
薭
小
学
級
委
員
）
・
山
﨑
浩
久
・
髙
木
麻
希
（
亀
岡
市
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
員
）

★
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
養
成
講
座

★
認
知
症
徘
徊
模
擬
訓
練

区
民
29
名
参
加
の
も
と
、
10
月

29
日
（日
）に
実
施
、
参
加
者
か

ら
は
「大
変
よ
く
解
り
、
積
極

的
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
」と
の
声

が
多
数
あ
っ
た
。

「徘
徊
者
の
方
に
如
何
に
声
掛

け
し
て
サ
ポ
ー
ト
す
る
か
」を
テ
ー

マ
に
、
区
民
29
名
参
加
の
も
と
、
11
月
12
日
（日
）に
実
施
、

参
加
者
か
ら
は
「初
め
の
声
掛
け
は
う
ま
く
で
き
た
。
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
に
も
繋
が
っ
た
」、
警
察
か
ら
は
「見
か
け

た
と
の
情
報
を
も
ら
う
だ
け
で
十
分
」と
の
意
見
が
あ
っ
た
。 認知症徘徊模擬訓練模様友愛訪問配布品

春
の
叙
勲
で鈴

木
格
夫
氏
が
瑞
宝
双
光
章

秋
の
叙
勲
で大

谷
俊
定
氏
が
瑞
宝
双
光
章

今
年
も
お
正
月
を
間
近
か
に
控
え
た

12
月
23
日
（土
）か
ら
民
生
委
員
児
童

委
員
の
協
力
を
得
て
75
歳
以
上
の
一
人

暮
ら
し
の
お
宅
74
軒
へ
海
苔
、
蜜
柑
等

に
小
学
校
児
童
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
添
え
て
配
布
し
た
。

太
田
区
在
住
の
鈴
木
格
夫
氏
（79
才
）

が
児
童
福
祉
功
労
と
し
て
受
賞
さ
れ
た
。

人
生
訓
と
し
て
⓵
世
の
一
木
一
草
た
れ
！
②
保
育
が
変
わ
れ

ば
世
の
中
が
変
わ
る
③
こ
の
世
に
極
楽
浄
土
を
作
る
た
め
！

を
モ
ッ
ト
ー
に
太
田
保
育
園
長
を
長
年
に
亘
り
勤
め
ら
れ
幼

児
教
育
に
大
い
に
貢
献
さ
れ
た
。

幼
児
教
育
者
の
心
構
え
と
し
て
、
保
育
に
は
養
護
の
心
が
重

要
で
あ
る
こ
と
、
公
開
教
育
の
必
要
性
を
説
き
、
保
育
指
導

者
の
育
成
に
も
尽
力
さ
れ
た
。

趣
味
は
絵
画
、
華
道
、
ス
ポ
ー
ツ
と
幅
広
く
、
特
に
華
道
は

亀
岡
華
道
協
会
参
与
と
し
て
、
ま
た
ス
ポ
ー
ツ
で
は
日
本
マ
ス

タ
ー
ズ
陸
上
の
短
距
離
、
投
て
き
競
技
に
汗
を
流
さ
れ
、
亀
岡

市
の
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
賞
を
受
賞
さ
れ
る
な
ど
現
在
も
多
方
面

で
活
躍
さ
れ
て
い
る
。
鈴
木
氏
は
「叙
勲
は
皆
さ
ん
の
お
か
げ
」

と
深
く
感
謝
さ
れ
て
い
た
。

上
佐
伯
区
在
住
の
大
谷
俊
定
氏
（
73
才
）が
更
生
保
護
功
労

と
し
て
受
賞
さ
れ
た
。

小
学
校
の
教
員
か
ら
29
才
の
時
、
苗
秀
寺
の
住
職
に
就
任
さ
れ

て
以
来
「い
つ
も
朗
ら
か
で
楽
し
く
」を
モ
ッ
ト
ー
に
44
年
間
に

亘
り
仏
教
界
は
無
論
、
地

域
社
会
福
祉
方
面
で
は

民
生
委
員
児
童
委
員
、

社
会
福
祉
協

議
会
評

議
員
・選
任
解
任
委
員

長
等
を
歴
任
、
教
育
界

で
は
亀
岡
市
教
育
委
員
、

教
育
委
員
会
人
権
啓
発

指
導
員
な
ど
、
多
方
面

に
貢
献
さ
れ
た
。

現
在
も
亀
岡
市
保
護

司
会
会
長
と
し
て
更
生
保
護
に
尽
力
さ
れ
、
過
去
50
人
以
上

の
犯
罪
者
の
更
生
に
取
り
組
ま
れ
た
が
、
今
ま
で
再
犯
者
が

一
人
も
い
な
い
実
績
を
持
た
れ
て
い
る
。

常
に
、
人
と
し
て
社
会
的
な
居
場
所
（信
用
）、
働
く
（労
働
・

仕
事
・は
た
ら
く
〔=

傍
が
楽
に
な
る
〕）こ
と
の
大
切
さ
を
伝
え

て
い
き
た
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

今
は
多
忙
な
日
々
を
送
っ
て
い
る
の
で
「少
し
時
間
が
で
き
た

ら
水
墨
画
に
取
り
組
ん
で
み
た
い
」と
語
っ
て
お
ら
れ
た
。


